
○本校 在宅訪問つばさ学級
〒135-0003
江東区猿江2-16-18

03-3634-8431

〇かもめ分教室
〒136-0075
江東区新砂3-3-25
東京都立東部療育センター内

03-3649-4212

肢体不自由教育部門

〇病院訪問つばさ学級
本校に同じ

〇いるか分教室
〒104-0045
中央区築地5-1-1
国立がん研究センター中央病院内

03-3547-5226

病弱教育部門

教育目標
○ やさしい心を育み、元気な体をつくる
○ 意欲をもってすすんで学ぶ
○ 自分で考え、責任をもって行動する
○ みんな仲良く協力する

東京都立墨東特別支援学校

学校案内



肢体不自由教育部門と病弱教育部門の2つの
教育部門が設置されている特別支援学校です。

将来のライフステージを見据え、児童・生徒の障害特性や疾病に応じた専

門性のある教育実践を展開し、心豊かに自分らしく生きる力を培う。
地域社会の一員として社会参加・自立し共生社会を創出する当事者の代表

となる児童・生徒を育成する。

目指す学校像

子供たちの夢や願いを実現させる学校



将来のライフステージを見据え、児童・生徒の障害特性や疾
病に応じた専門性のある教育実践を展開し、心豊かに自分らし
く生きる力を培う。
地域社会の一員として社会参加・自立し共生社会を創出する当
事者の代表となる児童・生徒を育成する。

【肢体不自由教育部門】

３つの教育課程

◆準ずる教育課程
◆知的障害を併せ有する児童・生徒
の教育課程（知的代替の教育課程）

◆自立活動を主とする教育課程
＊児童・生徒の実態に即した教育課程
で学びます。
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◆教員と共に看護師（常勤看護師、非常勤看護師）と学校介護職員が学校スタッフとして
児童・生徒の医療的ケアや教育支援に従事しています。

◆さらに外部専門家も招聘して指導の効果を高める体制を築いています。
（理学療法士、言語聴覚士、作業療法士、学習指導アドバイザー、教材作成アドバイザー、

ICTアドバイザー、歯科医師（摂食）、視覚の専門家、図書支援員他）

準ずる教育課程

知的代替の教育課程

自立活動を主とする
教育課程

小学部 中学部 高等部

教育課程

外部専門員との連携

学区域とスクールバス

◆スクールバス◆
１６コース運行

◆医療的ケア専用通学車両◆
１５コース運行

（Ｒ８．3月現在）



  8：45 登校
  8：50 朝の会
  9：05 午前の授業

12：05 給食

午後の授業
（学部や学年により異なります）

13：55 1便下校
15：35 2便下校

普通食と合わせて、子供たちそれぞれの摂食機能
に合った３形態の嚥下調整食を提供しています。
医療的ケアのある児童・生徒は、栄養剤などの注
入もしています。

普通食 後期食 中期食 初期食

週時程

一日の流れ（例）

給食

◆準ずる教育課程
（通学籍 小学部第１学年） 

月 火 水 木 金

1 生活 国語 国語 音楽 国語

2 体育 算数 算数 国語 図画工作

3 算数 音楽 図画工作 自立活動 道徳

4 国語 算数 国語 国語 国語

5 国語 自立活動 国語 生活 算数

6 特別活動

7 算数

下校（15：35）

給食

下校

（13：55）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

◆知的障害を併せ有する児童の教育課程
（通学籍 小学部第１学年）

月 火 水 木 金

1 日常生活の指導 日常生活の指導 自立活動 日常生活の指導 日常生活の指導

2 体育 音楽 日常生活の指導 図画工作 生活単元学習

3 国語・算数 国語・算数 国語・算数 国語・算数 国語・算数

4

5 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動 自立活動

6 特別活動

7 自立活動

下校（15：35）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

給食

日常生活の指導

◆自立活動を主とする教育課程
（通学籍 小学部第1学年）

月 火 水 木 金

1

2 国語・算数 国語・算数 国語・算数 自立活動 自立活動

3 生活単元学習 音楽 体育 図画工作 生活単元学習

4

5

6 特別活動

7 自立活動

下校（15：35）

自立活動

下校

（13：55）

下校

（13：55）

下校

（13：55）

自立活動

日常生活の指導

給食

下校

（13：55）



•学校間交流

•副籍交流

本校近隣の学校と学校間交流を行っています。
小学部：江東区立毛利小学校
中学部：江東区立大島西中学校
高等部：都立大江戸高等学校
(高等学校は墨東祭作品交流）

個々の児童・生徒は居住地域の小・中学校に副次的な籍（副籍）
をもっています。これらの学校で年間を通じて交流や学習を行
っています。

〈副籍制度〉
「都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地域
の区市町村立小・中学校（地域指定校）に副次的な籍（副籍）をもち、
直接的な交流や間接的な交流を通じて、居住する地域とのつながりの維持・
継続を図る制度」です。

運動会・体育祭（5・6月）、墨東祭(11月）、 社会見学、修学旅行、
移動教室、 音楽鑑賞会 など

学校行事

交流教育

墨東祭
体育祭



通学して教育を受けることが困難な児童・生徒に
対し、教員が家庭を訪問して授業を行います。

東部療育センター内に設置されている分教室です。
入所中の児童・生徒に教室やベッドサイドなどで
授業を行います。

主治医や校医と相談しながら、本校の児童・生徒と一緒に
学校行事などに参加（スクーリング）をすることもあります。

在宅訪問つばさ学級

かもめ分教室



プール

図書ラウンド

待機保護者用の
テレワークブース

体育館

学校の施設

アートギャラリー

特設自立活動室
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